
小特集用語解説

ポインテイング・ロバートソン効果
（Poynting-Robertson effect）
中心星の周りを運動している物体に，制動力として働く放
射圧作用．進行中の車のフロントガラスに，雨滴が斜めに差し
込む様に例えられる．円軌道を描く場合も，中心星からの光は
進行方向前方から入射するので，放射圧の一部が物体にブ
レーキをかける．

黄道光（zodiacal light）
惑星間空間に拡がる塵によって散乱された太陽光．塵が黄
道面に集中して分布しているので，太陽が地平線（水平線）直
下にある朝方または夕方に，地平線（水平線）から黄道面に
沿って立ち上がる舌状の拡がりとして観測される．

�塵粒子（�charged dust grains）
地球周回軌道上の塵観測装置に対して，地球の進行方向か
ら衝突してくる塵．太陽の周りを，地球と同じ方向に公転して
いる塵の群れに属している．比較的サイズが大きい．

ベータ塵粒子（�charged dust grains）
地球周回軌道上の塵観測装置に対して，太陽方向から衝突
してくる塵．大きな軌道離心率を持ち，地球軌道と直交するよ
うに運動する．比較的サイズが小さい．

分子雲コア（molecular cloud core）
分子雲中のより密度の大きな領域．星形成の直接的な現場
となる．

原始星（protostar）
輝く恒星のエネルギー源は水素の核融合であるが，その反
応が起きる前段階で，今まさに恒星となろうとしているコン
パクトな天体．

原始惑星系円盤（protoplanetary disk）
我々の太陽系が生まれてくるガスとダストからなる円盤．
ダストが合体成長して惑星となる現場でもある．

微惑星（planetesimal）
惑星が形成される前段階において，ダストが合体成長して
形成される天体．

原始惑星（protoplanet）
微惑星が合体成長し，大体火星と同じくらいの質量を持つ
にいたる段階．惑星が最終的に形成されるにいたる以前の単
位要素と考えられている．

スペースデブリ（space debris）
衛星を打ち上げた時に，衛星を搭載していたロケットの最
終段は多少のロケット燃料が残った状態で地球の周りを巡る
軌道に残っている．これらは太陽からの放射によって加熱さ
れ最終的には爆発し大小の破片になる．これらは衛星軌道で
地球の周りを漂うことになる．その大きさは一片がメートル
サイズのものからセンチメートルサイズ，ミリメートルサイ
ズのものまで様々である．また，衛星を制御するための小型ロ
ケットはヒドラジンとアルミニウム粉末を主体としたものが
多く用いられ，これからもアルミニウム微粒子が軌道上に残

る．これらを天然の宇宙塵（Space Dust）と区別して宇宙ゴミ
（Space Debris）と呼ぶ．これらは秒速８km/sec で衛星軌道付
近を周回していて，人工衛星と衝突すると危険なので，センチ
メーターサイズ以上のものは地上からのレーダー観測でその
分布と軌道が観測されマッピングされている．

夜光雲（noctilucent cloud）
夏の北極域の白夜帯で地球大気の最高層（～90 km付近）に
現れるシルバーブルーの薄い雲．この雲は１８８５年に初めて記
録されている．当初は１８８３年のインドネシアのクラカトア火
山の噴煙によると考えられたが，毎年現れることから流星破
片説も浮上した．今日では雲は氷粒子で成り立っていること
がわかっている．極軌道の人工衛星による観測で，極上空に帽
子状の雲があることが見つかり中間圏雲と名づけられた．こ
の雲の外縁部が夜光雲として見られていることがわかった．
極域上空90 km付近は140 K以下の低温で水蒸気が過飽和状態
となっていることが知られている．氷粒子ができるためには
凝結核が必要であり，対流圏の雲では塵，煙，食塩微粒子など
がその役割を演じている．夜光雲の凝結核として，流星起源説
とプロトン・ハイドレイト説の２つがある．

プロトン・ハイドレイト説（proton-hydrate postulate）
プロトン・ハイドレイト（Proton-hydrate）とは�個の水分
子を従えた水素イオンH＋で成り立っているH＋（H２O）nのこと
である．プロトン・ハイドレイト説では塵などの凝結核は不
要である．高度 90 km付近で夜光雲の出現時期には水和数�
が２０までのH＋（H２O）nが観測されている．この説に従うと，凝
結核の発生・氷粒子の成長・明るい雲の発生・水蒸気拡散に
よる緩和を経て約４日のサイクルで凝結核に戻るという都合
の良さがある．流星核説では夜光雲と流星シャワーとの相関
関係が低いことからもプロトン・ハイドレイト説も捨てがた
い．この説による凝結核の生成反応は第５章を参照していた
だきたい．

久保効果（Kubo effect）
ナノ粒子サイズの金属粒子になると金属の連続レベルが離
散的になり，絶縁体的性質が表われることを示した論文，この
論文が発端となって，ガス蒸発法の実験がスタートし，実証実
験がなされた．

赤外衛星 ISO（infrared satellite ISO）
ヨーロッパ宇宙機構が打ち上げた赤外天文衛星（Infrared
space observatory（ISO），１９９５～１９９８）で，2.5～240 μmの広
範囲にわたる観測を行い，宇宙ダストに関する新しい知見が
得られた．

結晶ダスト（crystalline dust）
赤外天文衛星ISOの観察により，初めてパイロキシンやオリ
ビンの結晶性ダストの実在が証明された．それまでは全て非
晶質ダストとみなされていた世界を一変させた．

QCC
217 nmの吸収を示す候補物質として東京電通大グループが
創製したメタンプラズマから得られる急冷炭素物質
（Quenched carbonaceous composite）のことをいう．
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スポーク（spokes）
反射光と入射光の違いにより，断続的に半径方向にできる
現象で土星の環の最も密度の濃い部分で観測されている．光
の散乱の性質から，サブミクロンの微粒子からできているこ
とが知られている．１９８０年にボイジャー１号宇宙探査機に
よって発見され，その後ハッブル宇宙望遠鏡によって１９９４か
ら１９９８にかけて観測されている．最近ではカッシーニ探査機
によって２００５年９月に発見されている．

カッシーニ（Cassini）
現在土星を周回している宇宙探査機．１９９７年に打ち上げら
れ，２００４年に土星に到達．土星研究が目的で，環，土星の衛星，
磁気圏における磁場の構造や粒子の存在について調査するこ

とが期待される．カッシーニには１２の測定装置が搭載され，視
覚映像，赤外映像，紫外映像を撮り，プラズマの成分，エネル
ギー分布，波動現象，ダスト微粒子や磁場強度の測定といった
ことを調べることになっている．カッシーニ探査機はホイヘ
ンスと名づけられた突入機を土星最大の衛星タイタンの濃密
な大気の中に突入させ，その表面の撮影に成功している．

ペダーセン電流（Pedersen current）
内部に磁気を帯びた惑星の電離層では電子とイオンが中性
粒子との衝突により磁力線を横切って進むことができる．こ
のとき磁力線に垂直方向に有限の電気伝導度が発生し，磁力
線に垂直方向にペダーセン電流と呼ばれる電流を発生する．
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